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(3) 低ビットあるいは狭レンジの A/D 変換器で量子化されたとしても，そのサンプリングレートがナイキストレー
トより高ければ，正しいインターフエログラムが回復可能であることを示し量子化データが持つ物理的特性を拘
束条件として利用する回復アルゴリズムを開発している。
(4) インターフエログラムの振幅の零交差位置のみを測定し，その情報からスペクトルを回復する新しい量子化法を
フーリエ変換分光法に応用することを提案し零交差位置の測定精度を高く取ることにより，従来の A/D 変換器
に見られるようなダイナミックレンジの制限を受けないことを示している。そして，本手法を赤外フーリエ変換分
光器へ応用し，その有用性を検討すると共に，実用上の限界について議論している。
(5) 1 ビット量子化法として最近注目されているデルタシクザマ変調法のフーリエ変換分光法への応用を提案し通常
の A/D 変換器を超えるダイナミックレンジが現実的なサンプリングレートで得られることを示している。この手
法を実際の分光器上で測定された吸収スペクトルに適用し，その有効性を実証している。
以上のように，本論文は，フーリエ変換分光法において高分解能でかつ高精度のスペクトル測定を行うことを目的
に，スペクトル分解能とダイナミックレンジとの向上法に関する研究をまとめたものであり，応用物理学，特に分光
学および計測工学に寄与するところが大きい口よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める口
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